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　    巻頭言

環境保全センター長　藤　井　　　聡　　

　山形大学における「社会との共生に係る基本方針」として、「地域資源（歴史・芸術文化・自然等）

の保全と活用」、および、「地域から地球規模までの環境保全の促進」が挙げられています。山形

大学の一員である山形大学環境保全センターの目的は「教育・研究現場の環境保全」であり、学

則に記載された以下の業務を通じて「社会との共生」を図ることです。そして、重要なセンター

業務として「環境保全の教育、研究及び広報活動」があります。

　　　センターは，次に掲げる業務を行う。（山形大学環境保全センタ－規程第４条）

　　　　⑴　環境保全の教育，研究及び広報活動に関すること。

　　　　⑵　各部局の廃液管理状況等の把握に関すること。

　　　　⑶　本学の廃液の発生量，処理量及び繰越量の集計に関すること。

　　　　⑷　廃棄物収集運搬業者及び処理業者の処理状況等の確認に関すること。

　　　　⑸　薬品管理システムの運用に関すること。

　　　　⑹　その他このセンターの設置目的を達成するために必要な事項

　本年の「環境保全」には、学内の諸先生方から「産業遺構としての山形の風穴とその現状」お

よび「山形蔵王の樹氷はどのようにして全国に広まったのか」という学術文書を寄稿していただ

きました。諸先生方の長年にわたる学術研究は、山形大学の研究姿勢をまさに体現したものであ

り、「社会との共生に係る基本方針」に合致したものといえます。

　長年にわたり当センターの実務に当たられてきた大津芳先生は本年度でご退職されます。先生

は長年にわたりセンター業務を通じて学内のみならず地域社会の環境保全にご尽力されてきまし

た。センター長として、大津先生の長年にわたるご貢献に感謝申し上げます。

飯田キャンパス内から西蔵王および龍山を望む
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センター業務報告

１．年度別実験廃液発生量の推移

２．2020年度の部局別廃液発生量

３．2020年度の廃液の内訳

４．2020年度の下水道排水水質分析結果

５．第39回大学等環境安全協議会総会・研修会

６．第37回大学等環境安全協議会技術分科会

７．職場労働安全衛生に関する取り組み

１．年度別実験廃液発生量の推移

　平成元年度から2020年度までの32年間におけ

る、学内から排出された実験廃液の発生量を「グ

ラフⅠ廃液発生量の推移」に示します。

　無機廃液の発生量は、平成５年度の約7,700ℓ
をピークに、平成７年度から12年度は約3,000ℓ
で推移していました。平成13年度以降は、16、
17年度に若干減少したものの約5,000ℓとなり、

23、24年度には約7,000ℓと増加しています。平

成25年度以降は4,500ℓ前後で推移しています。

　有機系廃液の発生量は、平成元年度から４年度

まで、約2,000ℓ前後とほぼ横ばい状態でしたが、

平成５年度から著しい増加傾向を示し、15年度に

は約22,000ℓに達しました。平成16年度から23年
度は20,000±約3,000ℓで推移しましたが、平成24
年度は約28,000ℓに増加しています。平成25年度

以降は漸減傾向にあり、2020年度は約21,300ℓで

した。今後は20,000ℓ前後で推移していくものと

思われます。

グラフ Ⅰ　　廃液発生量の推移

センター業務報告 
 

1. 年度別実験廃液発生量の推移 

2. 2020 年度の部局別廃液発生量 

3. 2020 年度の廃液の内訳 

4. 2020 年度の下水道排水水質分析結果 

5. 第 39 回大学等環境安全協議会総会・研修会 

6. 第 37 回大学等環境安全協議会技術分科会 

7. 職場労働安全衛生に関する取り組み 

 

1. 年度別実験廃液発生量の推移 

 平成元年度から 2020 年度までの 32 年間における、学内から排出された実験廃液の発生量を 

「グラフⅠ廃液発生量の推移」に示します。 

 無機廃液の発生量は、平成 5年度の約 7,700 ℓをピークに、平成７年度から 12 年度は約 3,000 ℓで

推移していました。平成 13 年度以降は、16、17 年度に若干減少したものの約 5,000 ℓとなり、23、

24 年度には約 7,000 ℓと増加しています。平成 25 年度以降は 4,500 ℓ前後で推移しています。 

 有機系廃液の発生量は、平成元年度から 4年度まで、約 2,000 ℓ前後とほぼ横ばい状態でしたが、

平成 5年度から著しい増加傾向を示し、15 年度には約 22,000 ℓに達しました。平成 16 年度から 23

年度は 20,000 ± 約 3,000 ℓで推移しましたが、平成 24 年度は約 28,000 ℓに増加しています。平成

25 年度以降は漸減傾向にあり、2020 年度は約 21,100 ℓでした。今後は 20,000 ℓ前後で推移していく

ものと思われます。 
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２．2020年度の部局別廃液発生量

　2020年度における部局別廃液の発生量を棒グラ

フにして示します。グラフⅡが「2020年度無廃液

発生量」、グラフⅢが「2020年度有機廃液発生量」

です。

　無機廃液の部局別発生量は、全学合計3,857ℓ
の内、工学部が2,308ℓ（全体の60％）、農学部1,169
ℓ（30％）、理学部223ℓ（5.8％）、医学部67ℓ

（1.7％）、附属病院60ℓ（1.6％）、附属学校21ℓ
（0.5％）、地域教育文化学部９ℓ（0.2％）でした。

　有機廃液の部局別発生量は、全学合計21,254ℓ
の内、工学部が17,566ℓ（全体の83％）、附属病

院1,300ℓ（6.1％）、農学部1,140ℓ（5.4％）、医学

部755ℓ（3.6％）、理学部480ℓ（2.3％）、地域教

育文化学部13ℓ（0.1％）でした。

　無機廃液はその大部分が工学部と農学部から発

グラフ Ⅱ　　2020年度　部局別発生量（無機廃液）

グラフⅢ　　2020年度　部局別発生量（有機廃液）

2. 2020 年度の部局別廃液発生量 

 2020 年度における部局別廃液の発生量を棒グラフにして示します。グラフⅡが「2020 年度無廃液

発生量」、グラフⅢが「2020 年度有機廃液発生量」です。 

 無機廃液の部局別発生量は、全学合計 3,857 ℓの内、工学部が 2,308 ℓ（全体の 60％）、農学部 1,169 

ℓ（30％）、理学部 223 ℓ（5.8％）、医学部 67 ℓ（1.7％）、附属病院 60 ℓ（1.6％）、附属学校 21 ℓ（0.5％）、

地域教育文化学部 9 ℓ（0.2％）でした。 

 有機廃液の部局別発生量は、全学合計 21,254 ℓの内、工学部が 17,566 ℓ（全体の 83％）、附属病院

1,300 ℓ（6.1％）、農学部 1,140 ℓ（5.4％）、医学部 755 ℓ（3.6％）、理学部 480 ℓ（2.3％）、地域教

育文化学部 13 ℓ（0.1％）でした。 

 無機廃液はその大部分が工学部と農学部から発生しており、有機廃液の大部分は工学部から発生し

ています。  
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発生量」、グラフⅢが「2020 年度有機廃液発生量」です。 
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生しており、有機廃液の大部分は工学部から発生

しています。

　

３．2020年度の廃液の内訳

　種類別の廃液発生量百分率を円グラフで示しま

す。グラフⅣが「2020年度 無機廃液の内訳」、グ

ラフⅤが「2020年度 有機廃液の内訳」です。比

較するため、2019年度のグラフをその下に示しま

した。

　無機廃液は、発生量の多い順に酸及びアルカ

リ廃液45.2％、重金属系廃液44.7％、ホウ素廃液

6.0％、フッ素廃液1.9％となっています。写真廃

液は、医学部で現像液２ℓと定着液４ℓが発生し

ました。

　有機廃液は、発生量の多い順に可燃性廃液（炭

化水素系溶剤）40.1％、難燃性廃液28.9％、ハロ

ゲン系廃液24.9％となっています。分類別廃液発

生量の割合は平成16年度から27年度までの10年以

上ほぼ同様の傾向を示し、可燃性廃液（炭化水素

系溶剤）とハロゲン系廃液がそれぞれ全体の３分

の１以上を占めていました。平成28年度以降この

傾向に変化がみられ、ハロゲン系廃液が減少する

とともに難燃性廃液が増加しています。2018年度

は平成16（2004）年度以降初めて難燃性廃液の発

生量がハロゲン系廃液を上回りましたが、今年度

も同様の傾向でした。

グラフⅣ　　2020年度　無機廃液の内訳

3. 2020 年度の廃液の内訳 

 種類別の廃液発生量百分率を円グラフで示します。グラフⅣが「2020 年度 無機廃液の内訳」、グラ

フⅤが「2020 年度 有機廃液の内訳」です。比較するため、2019 年度のグラフをその下に示しました。 

 無機廃液は、発生量の多い順に酸及びアルカリ廃液 45.2％、重金属系廃液 44.7％、ホウ素廃液 6.0％、

フッ素廃液 1.9％となっています。写真廃液は、医学部で現像液 2 ℓと定着液 4 ℓが発生しました。 

 有機廃液は、発生量の多い順に可燃性廃液（炭化水素系溶剤）40.1％、難燃性廃液 28.9％、ハロゲ

ン系廃液 24.9％となっています。分類別廃液発生量の割合は平成 16 年度から 27 年度までの 10 年以

上ほぼ同様の傾向を示し、可燃性廃液（炭化水素系溶剤）とハロゲン系廃液がそれぞれ全体の３分の

1以上を占めていました。平成 28 年度以降この傾向に変化がみられ、ハロゲン系廃液が減少するとと

もに難燃性廃液が増加しています。2018 年度は平成 16（2004）年度以降初めて難燃性廃液の発生量

がハロゲン系廃液を上回りましたが、今年度も同様の傾向でした。 
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グラフⅣ　　2019年度　無機廃液の内訳

グラフⅤ　　2020年度　有機廃液の内訳

3. 2020 年度の廃液の内訳 

 種類別の廃液発生量百分率を円グラフで示します。グラフⅣが「2020 年度 無機廃液の内訳」、グラ

フⅤが「2020 年度 有機廃液の内訳」です。比較するため、2019 年度のグラフをその下に示しました。 

 無機廃液は、発生量の多い順に酸及びアルカリ廃液 45.2％、重金属系廃液 44.7％、ホウ素廃液 6.0％、

フッ素廃液 1.9％となっています。写真廃液は、医学部で現像液 2 ℓと定着液 4 ℓが発生しました。 

 有機廃液は、発生量の多い順に可燃性廃液（炭化水素系溶剤）40.1％、難燃性廃液 28.9％、ハロゲ

ン系廃液 24.9％となっています。分類別廃液発生量の割合は平成 16 年度から 27 年度までの 10 年以

上ほぼ同様の傾向を示し、可燃性廃液（炭化水素系溶剤）とハロゲン系廃液がそれぞれ全体の３分の

1以上を占めていました。平成 28 年度以降この傾向に変化がみられ、ハロゲン系廃液が減少するとと

もに難燃性廃液が増加しています。2018 年度は平成 16（2004）年度以降初めて難燃性廃液の発生量

がハロゲン系廃液を上回りましたが、今年度も同様の傾向でした。 
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グラフⅤ　　2019年度　有機廃液の内訳
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４．2020年度の下水道排水水質分析結果

　全てのキャンパスで排水基準値を超えた項目は

ありませんでしたが、飯田キャンパスにおいて

BODおよびn-ヘキサン抽出物質（動植物油脂類）

が複数回基準値の８割を超えました。

小白川キャンパス

4. 2020 年度の下水道排水水質分析結果 

 全てのキャンパスで排水基準値を超えた項目はありませんでしたが、飯田キャンパスにおいて BOD

および n-ヘキサン抽出物質（動植物油脂類）が複数回基準値の 8 割を超えました。 
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鶴岡キャンパス
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飯田キャンパス
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米沢キャンパス

米沢キャンパス 
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５．�第39回大学等環境安全協議会総会

　日時：2021年７月15日（木）13：00－17：30
　　　　　　　７月16日（金）９：00－12：00
　場所 ：オンサイト： 富山高等専門学校　本郷キャ

ンパス　階段教室 （富山県

富山市本郷町13）
　　　　オンライン：Zoom 

　７月15日（木）

　　12：00　受付開始

　　13：00　挨拶

　　　大学等環境安全協議会　会長　吉岡　敏明

　　　文部科学省　大臣官房文教施設企画・

　　　　　　　　防災部　計画課長　齋藤　禎美

　　　　　富山高等専門学校　校長　賞雅　寛而

【研修発表会】

　13：15　特別講演

　　　　　「 国際的な環境政策の流れと我が国の

環境安全が進む方向性について」

　　　　　合同会社オフィス西田代表

　　　　　　富山高等専門学校シニアフェロー

　　　　　　　　　　　　　　　　　西田　　純

　14：15　特別企画

　　　　　－ 大学等教育研究機関におけるカーボ

ン・ニュートラル推進－

　　14：15　趣旨説明

　　　　　「 教育研究活動におけるカーボン・

ニュートラル推進」

　　　　　　東京大学　環境安全研究センター

　教授　辻　　佳子

　　14：35　特別講演

　　　　　「 広島大学カーボンニュートラル実現

の可能性」

　　　　　広島大学大学院先進理工系科学研究科

　教授　松村　幸彦

　　15：05　ディスカッション

　　　　　　ファシリテーター　東京大学

　　　　　　　　　　環境安全研究センター

　　　　　　　　　　　　　　教授　辻　　佳子

　15：15　企業プレゼンテーション

【大学等環境安全協議会及び実務者連絡会　総会】

　16：15　大学等環境安全協議会総会

　　１．2020年度事業報告・決算報告

　　２．2021年度事業計画・予算案

　　３．その他

　16：45　実務者連絡会総会

　　１．2020年度事業報告・決算報告

　　２．2021年度事業計画・予算案

　　３．その他

　17：00　受賞講演

　　　　　　技術賞

　琉球大学　古謝　源太

　東北大学　三上　恭訓

　　　　　　功労賞

　　　　　　　ヤマト科学株式会社

　　代表取締役社長　森川　　智

　17：30　事務連絡

　７月16日（金）

【研修発表会】

　９：00　プロジェクト報告　および　一般発表

　　９：00　プロジェクト報告

　　　　　「 実験排水からの微量有害物質の除去

と排水事故時の対応強化（R ２年度

中間報告）」

　　　○濱田　百合子、谷口　遥菜、冨安　卓滋

　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿児島大学）

　　９：20　プロジェクト報告

　　　　　「安全講習用電子教材の開発」

　　　○ 田中　信也１、服部　徹太郎１、

　　　　吉岡　敏明１、本間　誠１、三上　恭訓１、

　　　　中村　修２、藤井　邦彦２

（１東北大学、２筑波大学）

　　９：40　一般発表

　　　　　「 棚卸を兼ねた薬品管理システム移行

の取り組み」

　　　○荒川　等、本田　俊光、青木　隆昌

（九州工業大学）

　　10：00　一般発表

　　　　　「 化学物質の危険有害性に関するボイ

スアシスタントシステムの開発」
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　　　○富田　賢吾１、原田　敬章１、

　　　　林　瑠美子１、山口　佳宏２、喜多　敏博２

（１名古屋大学、２熊本大学）

　　10：20　プロジェクト報告

　　　　　「 大学教員のための職長教育テキスト

作成プロジェクト」

　　　○田中　俊憲１、大島　義人２、富田　賢吾３、

　　　　林　瑠美子３、中川　浩行４

　　　　　（ １沖縄科学技術大学院大学、２東京

大学、３名古屋大学、４京都大学）

　　10：40　一般発表

　　　　　「 化学物質管理支援システムを用いた

全薬品棚卸の実施とその効果につい

て」

　　　○片山　謙吾、坂本　敬行、山口　佳宏

（熊本大学）

　　11：00　一般発表

　　　　　「 臭化水素酸を用いた酸抽出による水

銀汚染堆積物の浄化」

　　　○Willy Cahya Ngraha１, ２、石橋　康弘１、

　　　　広田　菜々１、有薗　幸司１

　　　　（１熊本県立大学、２Indonesian Institute
　　　　　of Sciences（インドネシア科学研究所））

　　11：20　一般発表

　　　　　「 GHS分類の危険有害性を伝えやすく

するアプリケーションの開発」

　　　○山口　佳宏１、林　瑠美子２、

　　　　喜多　敏博１、富田　賢吾２

（１熊本大学、２名古屋大学）

　　11：40　一般発表

　　　　　「 大学校舎の大型改修工事に伴う有

害・大量廃棄物の適正処理に向けた

参与観察」

　　　○榊原　洋子

（愛知教育大学）

　11：40　事務連絡

　12：00　閉会の辞

　　　　　　大学等環境安全協議会

　副会長　冨安　卓滋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

６．第37回大学等環境安全協議会技術分科会

　日時：2021年11月25日（木）13：00－17：00
　　　　　　　11月26日（金）９：30－12：00
　場所：オンサイト： 京都里山SDGsラボ「ことす」

（元京北第一小学校）

　　　　オンライン：Zoom 

　11月25日（木）

　10：00　受付開始

　13：00　挨拶

　　　大学等環境安全協議会　会長　大島　義人

　　　文部科学省　大臣官房　文教施設企画・

　　　　　防災部　計画課　専門官　幅崎　美行

　　　　　　　　　　京都市　市長　門川　大作

　　　　　　　　京都大学　副学長　村中　孝史

　13：30　特別講演

　　　　　「京北から、持続性の転換点を考える」

　　　　京都高度技術研究所（ASTEM）

　　　　副所長　酒井　伸一（京都大学名誉教授）

　14：30　企業セッション

　　　　　 企業より、取り組み紹介頂きます。オ

ンラインでも配信します。

　　　　　※ 会場内でも、企業の発信コーナー

を、内容に応じて展開予定

　15：15　「ことす」SDGsツアー

　　　　　「 ことす」とは？ SDGsな見どころに

ついて、数人グループに分かれて頂

き館内を回りながらご案内します。

オンライン参加の方も、一緒にご案

内します。　ことす運営協議会ほか

　15：45　講演

　　　　　「今期の大環協の活動について」

大島　義人（大学等環境安全協議会　会長）

　　　　　「 大環協のこれからを考えるWGの設

置と今後の活動」

吉識　肇（大学等環境安全協議会　副会長）

　　　　　「 大環協におけるAcademic Activity
と情報発信」

辻　佳子（大学等環境安全協議会　常任理事）

　依頼講演「 私立大学環境保全協議会の活動と大

学等環境安全協議会とのかかわり」



― 15 ―

　松本　道明（私立大学環境保全協議会　会長）

　17：00　事務連絡

　11月27日（金）

　９：00　特別企画

　　　　　「 大学等における排水管理　～事故事

例を中心に～」

趣旨説明　岡野　衣沙（静岡大学）

排水違反の事例と対応　吉村　知里（神戸大学）

　水銀汚染の発生とその対応について　山田　悦

　（京都工芸繊維大学）

　　　質疑応答、総合討論　座長　濱田　百合子

（鹿児島大学）

　11：15　プロジェクト報告

　　１ ．大学等における排水中有機物質スクリー

ニング法の開発

　　　○津田　瞳、布施　泰朗、前田　耕治

（京都工芸繊維大学）

　　２ ．大学・研究機関向け安全衛生保護具選定

事例集の作成（中間報告）

　　　○林　瑠美子、富田　賢吾、原田　敬章、

錦見　端（名古屋大学）

　　　　田中　俊憲（沖縄科学技術大学院大学）、

　　　　　　　　　　　　　主原　愛（東京大学）

　　　　牛澤　浩一、吉識　肇（理化学研究所）

　　３ ．PRTR制度に係る化学物質の環境中への

移行実態と対応策に関する研究

　　　○平井　康宏、矢野　順也（京都大学）、

酒井　伸一（京都高度技術研究所）

　布施　泰朗（京都工芸繊維大学）

　11：50　事務連絡

　11：55　閉会の辞

大学等環境安全協議会（大環協）技術分科会出席

報告

　2021年12月10日
　　　　山形大学環境保全センター長　藤井　聡

　山形大学環境保全センターの目的は「教育・研

究現場の環境保全」であり、その業務を通じて

「地域との共生」を図ることである。そのため、

全国の大学等と連携し、環境保全情報の共有化を

図る必要がある。従って、毎年、本学環境保全セ

ンター職員は大学等環境安全協議会に加入して会

議に出席し、討論に参加している。そこで得られ

た情報は広報誌などで報告し、適宜、日常業務に

反映させている。本年もセンター長の藤井が11月
25，26日に、京都大学を主管として京都市右京区

で開催された大学等環境安全協議会（大環協）技

術分科会に出席し、講演および研究発表などか

ら、山形大学環境保全センターが現時点で有する

課題について情報を得たので報告する。詳細は第

37回大学等環境安全協議会技術分科会資料集をご

参照いただきたい。

１�）日本全国の大学等の環境保全センターの共通

課題

技術分科会講演（ 大環協副会長　大島義人氏）

　内容の概略を示す。

⑴�　環境保全に関して大学間でのコミュニケー

ションの活性化について

⑵�　環境安全の基盤を支える学術の推進について

⑶�　私大環協をはじめとする関係他組織や文科省

など中央官庁とのつながりを通じて大環協活動

の向上を目的とする「情報共有」と「情報発信」

のためのリンク強化を図ることの重要性

⑷�　協議会活動の活性化のための組織整備を進め

ることについて

　 　以上の⑴～⑷の課題において、現在の「大環

協」が有している課題が述べられた。これら課

題は山形大学環境保全センターの有する課題と

共通点を有する。当センターにおいて大学内の

環境保全に係る情報は、大環協や文科省など中

央官庁、県庁や山形労働局など地域の関係省庁

から得るものが多い。これら情報を山形大学内

各学部・各部局で共有すること、各学部より得

られるの環境保全に関する学術情報を積極的に

学内外に発信すること、当環境保全センターの

学術および実務処理の基盤を強化すること、な

どが必要であり、現在の本センターの課題であ

ると、考えられる。



― 16 ―

２�）．企画プログラム等で得られた環境保全に関

する情報について

⑴�　排水違反の事例と対応　（神戸大学・九州工

業大学・熊本大学・鹿児島大学・筑波大学の共

同研究）

　 　大学等の実験室に設置されている流し台・局

所排気装置の排水口などで検出される有機溶剤

および特定化学物質の有害物資の事例と対応策

について報告された。過去、本学医学部におい

て有機溶剤の廃棄による異臭が頻発し当保全セ

ンターにて事故処理と再発防止に当った経緯が

ある。協議会で発表された事例や本学で経験さ

れた事例を踏まえ、本センター職員は有機溶剤

作業主任者ないし特定化学物質作業主任者の資

格保持が必要であると考えられる。

⑵�　水銀汚染の発生とその対応について　（京都

工芸繊維大学）

　 　本発表では京都工芸繊維大学で発生した水銀

（特定化学物質第２類）汚染の発生とその対応

について報告された。当該事例では、実験室よ

り水銀が漏出して屋外排水路でも検出されたた

めに、大規模に排水路を洗浄しなければならな

かったこと、排出された汚泥を専門会社（野村

興産）に委託して処理しなければならなかった

こと、近隣住民に対して３回の説明会を行った

こと、が報告された。

　 　本学附属病院でも水銀血圧計の破損による水

銀汚染事故があり、環境保全センター職員が出

動して処理に当った事例がある。水銀汚染に関

しては社会的に非常に厳しい制裁を受ける、と

いう事実が資料の文中にも記載されているとお

り、今後、本学環境保全センターにおいても水

銀漏出対策には、特定化学物質作業主任者が中

心となり万全を期して執り行うべきであると考

えられる。

⑶�　大学・研究機関向け安全衛生保護具選定事例

集の作成（中間報告）（名古屋大学・沖縄科学

　技術大学院大学・東京大学・理化学研究所）

　 　報告グループの大学等において実験・実習中

の事故で被災した事例を分析し、適切な保護具

の着用で事故を避けることが出来た可能性が示

唆された（中間報告）。とくに、日々変動する

多様な作業内容を有する研究現場では複数以上

のリスクに対応する保護具の選定が必要であ

る。本企画は、大学等での事故事例や取り組み

事例をもとに作成する保護具の選定事例集で、

その構成案や掲載する作業事例案を中間報告し

たものである。

　 　山形大学環境保全センターでも、保護具選定

事例に関する情報を積極的に収集・分析して学

内に広報することで、研究・教育における事故

被災リスクの軽減を図るべきである、と考えら

れる。

⑷�　PRTR制度に係る環境中への移行実態と対応

策に関する研究　（京都大学・京都工芸線維大

学・京都高度技術研究所）

　 　PRTR制度により報告・公表されている化学

物質で、大学での使用量が大きい物質のうち、

ノルマルヘキサン、クロロホルム、ジクロロメ

タンを対象に、京都大学構内の実験系排水最終

貯留槽放流口で採水して濃度を測定した研究で

ある。ジクロロメタンの検出量が多との結果が

得られた。

　 　山形大学においても上記化学物質の取り扱い

は多いと推定されている。これら化学物質は

「有機溶剤障害予防規則」に基づき「有機溶剤

作業主任者」が取り扱うべき物質である。山形

大学環境保全センターでは、各キャンパスの化

学物質の使用実態および実験系排水を定期的に

サンプリング・分析した結果を把握し、広報誌

「環境保全」に掲載して学内外に広く報告して

いる。当該業務は、本環境保全センターの中心

業務である。

３�）参加企業からの情報収集と学内教職員への情

報伝達について

　本技術分科会においては、企業による環境保全

への取り組みが紹介された。

　学内教職員に対して、本学での教育および研究

を行ううえで有益な情報であると思われる報告が

ある（添付資料参照）。
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⑴�　CASIO計算機株式会社「水銀フリー・省エ

ネの取り組み」

　 　本学の研究および教育現場において、プロ

ジェクターは必須の機材であるが、そのランプ

には水銀が使用されている。同社はプロジェク

ターの「水銀フリー・省エネ化」を推進する努

力を重ねている旨を報告した。同社は山形県東

根市にプロジェクターの製造拠点があり、同社

担当者と本学環境保全センターが同社と学内教

職員との情報交換を仲介できる可能性について

話し合った。

⑵�　野村興産株式会社「リチウムイオン電池廃棄

時の事故事例と対策」

　 　リチウム電池は処理を誤ると「爆発・火災事

故」を起こす厄介な廃棄物であり大学において

もリチウム電池は多用されているが、廃棄の実

態に関してはよく知られていない。同社は事故

例を示して安全な廃棄方法について供覧した。

本学内でもリチウム電池の廃棄時の取り扱いに

ついて再検討を要する課題であると考えられ

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

７． 職場労働安全衛生に関する取り組み

　当センターは、山形大学全学における環境安全

衛生および医学部キャンパスにおける労働安全衛

生を担保するための中心組織として位置づけられ

ています。2021年における当センターの活動を報

告する目的で、医学部に発出した文書、安全衛生

委員会委員会に提示した報告書などを以下にまと

めます。
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2021年５月28日　

職 場 巡 視 結 果

山形大学飯田地区事業場衛生管理者　大津　芳　　

臨床棟および管理棟の職場巡視　
　2021年５月26日午後１時45分より職場巡視を行った。

構内道路危険箇所

　第二内科秘書佐藤（宏）さんから、「朝

の通勤時、看護学科北側の構内道路を西に

向かって走行中、臨床棟東側ピロティから

来た東海大山形高校男子生徒の自転車とぶ

つかりそうになり冷やりとした。」との指

摘があった。右写真が現場であるが、右側

の建物がじゃまになり見通しが悪い。東海

大山形高校に生徒への注意喚起をお願いす

るとともに、写真の方向からピロティ方面

が映るミラーを写真中央左に見える第三駐

車場北側入口右脇の支柱に設置すべきでは

ないかと考える。ご審議をお願いしたい。

駐車場内通路危険走行

　第三内科秘書の今野さんから、「第三駐車場内を走行中、”止まれ”のマークを無視して直進してきた車

と接触しそうになった。注意喚起をお願いしたい。」旨、訴えがあった。

学生の迷惑行為

　放射線科秘書の高橋さんから、「５月20日（木）

17：00過ぎ、第４駐車場にて学生の迷惑行為（駐車

場内でのタイヤ交換、右写真）があり、通行に支障

があった。事務職員がちょうど帰宅する時間帯でも

あり、駐車場の利用マナーは最低限守って頂きた

い。」との訴えがあった。学生への注意喚起をお願

いしたい。

以上　
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2021年11月30日　

職 場 巡 視 結 果

山形大学飯田地区事業場衛生管理者　大津　芳　　

臨床棟および管理棟の職場巡視
　2021年11月29日午後１時30分より職場巡視を行った。

構内道路危険箇所

　学務課上席係長江口さんから、第６駐車場（臨床棟南側）出口を右折してすぐ、看護学科前の東西に走

る道路に出る場所（下写真中央）に停止線を引いて欲しい旨要望があった。第６駐車場から出てくる車の

なかに、歩行者がいるにもかかわらず、スピードを出して全く停止する気配もない危険な運転をするもの

が見られるとのことである。

　　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　以上　
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2021年11月30日　

トリアージスペース工事にともなう産廃出土の件

山形大学飯田地区事業場衛生管理者　大津　芳　　

　11月16日（火）に生理学の藤井教授から標記事案についての情報提供があった。飯田地区事業場衛生管

理者として、また環境保全センター職員としての立場から意見を述べさせていただきたい。

　汚泥、燃え殻、ばいじん、鉱さいなどで、重金属等、PCB、有機塩素化合物等、農薬等、1,4－ジオキ

サン、ダイオキシン類を一定濃度を超えて含むものは特別管理産業廃棄物（特管物）に分類される。特管

物は人の健康又は生活環境に係る重大な被害を生ずるおそれがあるため、廃棄物処理法において通常の廃

棄物よりも厳しい規制が制定されている。また、特管物を生ずる事業場を設置している事業者は、特管物

の処理に関する業務を適切に行わせるため、事業場ごとに、「特別管理産業廃棄物管理責任者」を選任し

なければならない。

　特管物管理責任者の果たすべき役割は、当該責任者が置かれた事業場における特管物に係る管理全般に

わたる業務を廃棄物処理法に基づき適正に遂行することであり、例えば、次のような役割が考えられる。

　 •　特管物の排出状況の把握

　 •　 適正な処理の確保（保管状況の確認、委託業者の選定や適正な委託の実施、マニフェストの交付、

保管　等）

　今回の事案では、特管物に分類される可能性のある産廃が出土したわけであるが、藤井教授から連絡を

いただくまでは、事態を全く認識していない状態であった。私は主に有害廃液を担当する特管物管理責任

者ではあるが、医学部における責任者の一人として、また環境保全センター職員として、事案発生後すぐ

に連絡があってしかるべきではなかったのかと考える。事実、出土した産廃を、特管物の可能性があるに

もかかわらず、必要な分析を行わず一般産廃として排出していたわけであるが、もし当該産廃に重金属や

PCBが含まれていた場合、排出者責任（学部長もしくは学長の責任になると思われます）が問われかねな

い事案であった。

　この様な医学部や病院としての責任が問われかねない事態を防ぐため、これ以降産廃発生など類似の事

案が発生した場合には、関係部署、担当者に速やかに連絡するとともに本安全衛生委員会にも報告をあげ

るべきと考える。これらの可否についてご審議いただきたくよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　
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蔵王通信（2018年３月～2022年１月）

　松　木　兼一郎　

●蔵王トレッキング（2018/03/13）
　お晩です。

　昨日３/11、またしても蔵王に行ってきまし

た。少しご紹介します。

　今回の山行では、坊平～熊野～地蔵岳～三宝荒

神山へ縦走・往復しました。

　樹氷は残念ながらほとんど融けてしまっていま

す。

　坊平のリフト上駅付近のトドマツには、雪はつ

いておらず、1500m付近のトドマツには、雪が多

少乗っているという感じです。

　驚いたのは、地蔵岳方面のトドマツです。

地蔵山頂駅から地蔵岳にかけてのトドマツは、

葉っぱが殆ど枯れ落ちています。昔、酸性雨の悪

影響として何かで見た、ドイツのシュバルツバル

トの木々を連想してしまいました。

　実は地蔵方面に行ったのはとても久しぶりで、

TV等でトドマツのレポートに触れていたもの

の、実際目にすると、ショックを受けます。

　僕が卒論をやっていた頃と違う点が他にもあり

ますね。中国語があちこちから聞こえてきまし

た。訊いてみると、台湾からのお客さんのようで

す。

　馬の背方面の雪はかたく氷結している半面、坊

平方面の雪はだいぶザラメっぽくなってきてお

り、雪の時季も終わりつつあるかな、という印象

を持ちました。
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●蔵王（2019/01/14）
　お世話様です。

　きょう、毎冬恒例の蔵王登山に行ってきまし

た。

　今冬の樹氷は、観光客受けはするでしょうけ

ど、研究者受けはしない仕上がりかなと思いま

す。

　雪そのものが少ないようで、積雪量は「１m
ちょっと（坊平の関係者の方）」だそうです。

　実際、オオカメノキなどの灌木がけっこう雪に

埋まってないな…と感じます。
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●蔵王登山報告（2020年01月26日）
　お世話様です。

　昨日１/25、恒例の冬季蔵王登山を行ってきま

した。

　樹氷・積雪の印象は、かなりひどいなあという

ところです。

　坊平のリフトの上駅を降りたところ（標高

1450m付近）では、一部の笹薮が見えているよう

な状況です。このように笹薮が見えている状態

は、ここ数年見られるようになったと感じていま

す。

　標高1550m付近の開けたところでは、樹氷っぽ

くなってはいるのですが、ヨワヨワしい印象で

す。全体的に細いなという感じがします。

　鉄のポールに付着しているエビのしっぽを触っ

てみても、すぐにポロポロと剥がれ落ちてしまい

ます。

　観光客受けはするんでしょうが、地球環境の観

点からは、「・・・」というところです。

　本当は、同日午後開催の樹氷サミットにも行き

たかったのですが、ちょっと疲れてしまい、参加

できませんでした。
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●蔵王登山（2021/01/26）
　お世話様です。

　１/23（土）、恒例の冬季蔵王登山を行いました。

　今冬の樹氷は、ここ数年としてはいい感じでは

ないかという所感を持っています。

　近年にしては大きく、また、汚れていない樹氷

だなと感じます。

　馬の背あたりにできた海老の尻尾もかなり固

く、過冷却水滴が十分に届いたのだろうと想像し

ます。

　いくつか写真をお送りします。

　この日は予報も穏やかだったせいか、かなりの

人出でした。

　年々、冬季蔵王登山に臨む人が増えている印象

です。
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●お年賀2022（2022/01/04）
　あけましておめでとうございます。

　どっさり雪が降って、次の週末にはまた定例の

蔵王に登りたいと思います。

　写真が撮れたら、またご報告します。

今年もよろしくお願いいたします。

●蔵王冬期登山（2022/01/10）
　お晩です。

　恒例の蔵王冬期登山を行ってきました。

　樹氷の状態はまずまずといったところでしょう

か。特に、1500m付近の樹氷は、樹氷らしくごつ

ごつとしており、見頃です。

　特に今日は終日晴天に恵まれたこともあるので

しょうけど、樹氷が青空に映え、美しく感じられ

ました。

　余談ですが、眺望もよく、東の方には、釜房

湖・仙台市内・松島湾・仙台空港などがはっきり

眺められました。
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経　　歴　　書

　　　　ふりがな　おお　つ　　　 かおる

　　　　氏　　名：  大　津　　　芳　

　　　　生年月日：1957年１月23日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2018年８月31日撮影）

経　　歴：

　1972年４月－1975年３月　山形県立山形東高等学校

　1975年４月－1979年３月　名古屋大学理学部化学科

　1979年４月－1981年３月　名古屋大学大学院理学研究科化学専攻博士前期課程

　1981年４月－1984年３月　名古屋大学大学院理学研究科化学専攻博士後期課程

　1984年４月－1984年７月　名古屋大学大学院理学研究科化学専攻研究生

　　 　グリコサミノグリカンはプロテオグリカンの糖鎖部分であるが、その非還元末端糖の硫酸化様式が

糖鎖内部とは異なることを明らかにした。この研究により、糖鎖非還元末端硫酸化が糖鎖長制御に関

与する可能性を提示した（原著論文１, ３, ４, ６, ７）。

　1984年８月－1986年８月　ハーバード大学医学部　博士研究員

　　 　肥満細胞はヒスタミンを含有しアレルギー反応を引き起こす主体であるが、皮膚や腹腔に存在する

結合組織型と消化管や気道の粘膜に存在する粘膜型の２つの亜群に分類される。粘膜型肥満細胞を腹

腔内へ移植すると結合組織型に変化することを生化学的また組織化学的な糖鎖分析により明らかに

し、その表現型は細胞周囲の微小環境により決定されることを示した。（原著論文９）。

　1986年９月－1990年３月　聖マリアンナ医科大学医学部生化学教室　助手

　　 　肝再生時におけるラミニンとプロテオグリカンの発現変化について調べ、肝再生時には、正常肝で

は全く発現していないラミニンが肝類洞部分に強く発現すること、肝細胞のラミニンに対する接着性

が増大すること（原著論文12）、細胞膜に局在するプロテオグリカンの生合成が大きく昂進すること

（原著論文13）を明らかにした。



― 126 ―

　1990年４月－2004年３月　山形大学医学部生化学第二教室　助手

　　 　初代培養肝細胞を用いた実験により、Ⅰ型コラーゲンは単独で肝特異的遺伝子の発現を誘導するこ

と、フィブロネクチン単独ではこの誘導能は認められないがⅠ型コラーゲンと共存する場合その誘導

能を増強すること、この増強にはフィブロネクチン分子中に存在するGRGDS配列が関与すること（原

著論文19）、細胞を肝臓またはEHSサルコーマ由来の細胞外基質により被覆すると、肝特異的遺伝子

の発現は上昇し、普遍的に発現している遺伝子の発現は低下するが、発現上昇は転写活性化により、

また発現低下はmRNA分解速度の増大によることを示した（原著論文22）。卵胞顆粒膜細胞は卵細胞

の周囲に存在し性ホルモンを産生分泌する。そのプロゲステロン合成分泌に対しⅠ型コラーゲンが抑

制的に作用することを明らかにした（原著論文20）。

　2004年４月－2007年３月　山形大学大学院医学系研究科生体分子機能学　助手

　2007年４月－2008年３月　山形大学大学院医学系研究科生体分子機能学　助教

　2008年４月－2022年３月　山形大学環境保全センター　講師

　　 　一重項酸素は活性酸素の一種であり、生体内では細胞内色素によるUVA（長波長紫外線）の光増

感作用により発生するが、その生理作用はいまだ不明な点が多い。そこで、熱分解により定量的に一

重項酸素を発生するナフタレン誘導体エンドペルオキシドの簡便な合成法を開発した山形大学工学部

大場教授との共同研究により、細胞に対する一重項酸素作用の詳細な解析を行った。その結果、一重

項酸素による細胞死はネクローシスではないが、典型的なアポトーシス形態もとらないこと、これは

一重項酸素がカスパーゼを阻害するためであることを明らかにした（原著論文26, 28）。さらに、リソ

ソームに局在するカテプシン群のなかで、カスパーゼと同じシステインプロテアーゼに属する酵素群

のみが一重項酸素により特異的に阻害されることを明らかにした（原著論文25）。一重項酸素が脂質

やタンパク質、核酸などの生体分子を酸化して機能を阻害することは既に報告されていたが、より低

い濃度でまた特異的に酵素活性を阻害することは新しい知見である。

　　 　金属イオン枯渇下で肝癌細胞を培養すると、増殖率の低下、細胞形態の変化とともにマンガンスー

パーオキシドジスムターゼ（MnSOD）の量が大きく増加することを見出した。さらに、亜鉛イオン

の添加により上記指標が正常に維持されるようになるが、亜鉛以外の金属イオンは全く効果が無いか

もしくは限定的なものであること、亜鉛イオンの枯渇による細胞内酸化状態の昂進がMnSOD遺伝子

発現誘導の直接の原因であることを明らかにした（原著論文24）。
　

学　　位：

　1979年３月26日　理学士（名古屋大学）

　1984年７月27日　理学博士（名古屋大学）

免 許 等：

　1981年12月31日　高等学校教諭１級普通免許状（理科）

　2007年７月31日　特別管理産業廃棄物管理責任者

　2007年11月６日　甲種危険物取扱者

　2007年11月12日　特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者

　2008年８月５日　第一種衛生管理者

　2010年６月25日　第二種作業環境測定士
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業　　績：

【原著】

１．Yasuo Nakanishi, Masatoshi Shimizu, Kaoru Otsu, Shigemi Kato, Masahiro Tsuji, and Sakaru Suzuki.
A terminal 6-sulfotransferase catalyzing a synthesis of N-acetylgalactosamine 4,6-bissulfate residue at 
the nonreducing terminal position of chondroitin sulfate.
J. Biol. Chem. 256, 5443-5449（1981）

２．Yasuo Nakanishi, Kaoru Otsu, and Sakaru Suzuki.
Enzymatic transfer of galactosyl phosphate from UDP-galactose to UDP-N-acetylglucosamine.
FEBS Lett. 151, 15-18（1983）

３．Kaoru Otsu, Hirofumi Inoue, Yasuo Nakanishi, Shigemi Kato, Masahiro Tsuji, and Sakaru Suzuki.
A sulfotransferase-sulfatase system in avian oviduct which catalyzes a conversion of UDP-N-
acetylgalactosamine 4-sulfate to the 6-sulfate isomer.
J. Biol. Chem. 259, 6403-6410（1984）

４．Kaoru Otsu, Hirofumi Inoue, Yoshie Tsuziki, Hideto Yonekura, Yasuo Nakanishi, and Sakaru Suzuki.
A distinct terminal structure in newly synthesized chondroitin sulphate chains.
Biochem. J. 227, 37-48（1985）

５．Richard L. Stevens, Kaoru Otsu, and K. Frank Austen.
Purification and analysis of the core protein of the protease-resistant intracellular chondroitin sulfate E 
proteoglycan from the interleukin 3-dependent mouse mast cell.  J. Biol. Chem. 260, 14194-14200（1985）

６．Hirofumi Inoue, Kaoru Otsu, Masahiko Yoneda, Koji Kimata, Sakaru Suzuki, and Yasuo Nakanishi.
Glycosaminoglycan sulfotransferases in human and animal sera.
J. Biol. Chem. 261, 4460-4469（1986）
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山形大学環境保全センターでの労働、職場及び環境安全衛生管理に係る主な活動：

【2007年度】

　2008年１月23日　実験廃液委託処理事業場の視察

　　委託事業所：オイルケミカルサービス株式会社

　　（山形県東田川郡庄内町大字家根合字中荒田33－２）

　　管理型最終処分場：株式会社　アシスト

　　（山形県村山市大字富並字百森4889－10）

【2008年度】

　20 08年10月21日　医学部臨床棟における、１）毒劇物の保管状況、２）高圧ガスボンベの固定状況、３）

ドラフトチャンバーの自主定期点検状況、についての巡視、改善指導

　20 08年11月10日　医学部各講座に対し、「高圧ガスボンベの転倒防止対策について」、「実験室の換気対

策について」、「毒物および劇物の適正な保管管理等の徹底について」の件名で改善要望書発出

　20 08年12月16日　対策に不備のある講座に対し、「高圧ガスボンベの転倒防止対策について」の件名で

改善要望書再発出

　2008年12月19日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：日曹金属化学株式会社会津工場

　　（福島県耶麻郡磐梯町大字磐梯1372）

【2009年度】

　20 09年４月24日　医学部各講座に対し、「MSDS（化学物質安全性データシート）制度への対応について」

の件名で要望書発出

　20 09年６月４日　山形県村山総合支庁で開催された経済産業省主催になる「化管法およびPRTR制度に

係る事業者向け説明会」に出席

　20 09年７月28日　医学部安全衛生委員会に対し、「消防法に基づく危険物の管理について」の件名で提

案書提出

　20 09年９月28日　医学部安全衛生委員会に対し、「新財務会計システムによる薬品管理」の件名で提案

書提出。また、病院手術部麻酔器材室におけるホルムアルデヒド対策として局所換気装置の設置を提

言

　20 09年11月24日　医学部安全衛生委員会において、病院改修を念頭においた、医学部附属病院外来にお

ける看護師休憩施設・設備の実態調査報告および改善策の提言

　2009年12月21日　富山大学及び金沢大学における環境安全衛生管理の視察

　　（富山県富山市五福3190；富山大学 環境安全推進センター）

　　（石川県金沢市角間町ヌ７；金沢大学 環境保全センター）

　20 10年２月19日　医学部安全衛生委員会に対し、「医学部構内への出入口におけるスリップ対策につい

て」の件名で要望書提出
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　20 10年３月26日　医学部安全衛生委員会において、病院改修を念頭においた、医学部附属病院医事課お

よび栄養管理部における休憩施設・設備の実態調査報告および改善策の提言

　20 10年３月～11月　医学部各講座内における危険箇所（未固定ボンベ、未固定棚、廊下の放置器材、薬

品の大量保管など）に関する集中点検・改善要請

【2010年度】

　20 10年４月23日　医学部安全衛生委員会において、病院改修を念頭においた、医学部附属病院地域医療

連携センターにおける休憩施設・設備の実態調査報告および改善策の提言

　20 10年５月24日　医学部安全衛生委員会において、医学部構内の交通安全対策（速度対策、ブラインド

コーナー対策など）について改善策を提言

　20 10年６月25日　医学部安全衛生委員会において、「毒劇物漏出事故対策に係る空気呼吸器の設置およ

び使用・管理体制について」報告

　2010年７月30日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：野村興産（株）イトムカ鉱業所

　　（北海道北見市留辺蘂町富士見217－１）

　2010年７月31日　排水処理施設の視察

　　排水処理施設：旭山動物園排水処理施設

　　（北海道旭川市東旭川町倉沼）

　20 10年９月９日　東京都港区で開催された日本作業環境測定協会主催になる「平成22年度全国作業環境

測定・評価推進運動　第2回中央シンポジウム　大学における作業環境管理の実態と今後の展開」 に
出席、全学に参加報告を発出

　2010年11月24日　廃棄物処理施設の視察

　　廃棄物処理業者：ＪＦＥ環境株式会社

　　（神奈川県横浜市鶴見区弁天町３－１）

【2011年度】

　2011年４月18日　３月11日に発生した東日本大震災を受けた有機溶媒の保管状況等の視察・点検

　2011年７月28日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：石崎産業（株）米田工場

　　（富山県富山市米田町３－３－33）
　2011年７月29日　清流会館（イタイイタイ病資料館）の視察

　　（富山県富山市婦中町萩島684）
　2011年８月11日　福島第一原子力発電所の放射能漏洩事故に係る本学部構内保育所の緊急放射線測定

　20 11年10月～2012年３月　３月11日に発生した東日本大震災を受けた、地震対策や危険箇所の視察・点

検・改修

　2012年３月１, ２日　東北大学及び東日本大震災被災地域の視察

　　東北大学：片平キャンパス、女川事業場

　　（宮城県仙台市青葉区片平２－１－１、宮城県牡鹿郡女川町小乗２－10－１）
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【2012年度】

　20 12年５月22日　保健所による医療監視で安全性の不備が指摘された付属病院外来受付近傍の防火

シャッター周辺の安全性の改善状況を確認、不備が解消されていなかったため改善策指導

　20 12年６月22日　上記防火シャッター周辺の安全性の改善状況を再確認したところシャッター開閉線上

にパンフレット入れが移動されており、シャッターを閉めることができない状態になっていた。医学

部安全衛生委員会委員長名で文書による再指導

　2012年７月25日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：光和精鉱株式会社　戸畑製作所

　　（福岡県北九州市戸畑区大字中原46-93）
　20 12年８月初旬　臨床棟改修工事にともなう実験台の解体・運搬作業時におけるアスベスト飛散状況の

調査

　20 12年９月10日　歯科口腔外科から助言要請のあったスチール棚、キャビネットなどの耐震固定を管理

課施設係に依頼

　20 12年10月中旬　臨床棟改修工事にともなう機械室および電気室改修工事、西側ピロティ天井解体作業

時におけるアスベスト飛散状況の調査

　20 12年10月９日　職場内巡視チェックシートに「室内に危険箇所がある」との要改善項目が指摘されて

いた医療政策学の現場を視察。棚の上の重量物を低い場所に移動するとともに棚の固定など耐震補強

工事を行うことを助言

　2012年10月24日　複合リサイクル精錬所の視察

　　複合リサイクル精錬所：小坂精錬（株）リサイクル原料ヤード（あきたエコタウンセンター）

　　（秋田県鹿角郡小坂町小坂鉱山古館９－３）

　20 13年１月11日　キャンパス北西出入口における自動車スリップ事故（側溝への脱輪）対策として、市

道北側側溝にフタを設置することを市役所に要請

　2013年２月25日　医学部各講座に、「簡易型電磁波測定器の貸出について」発出

　20 13年３月27日　医学部安全衛生委員会において、医学部キャンパスにおける防犯対策の一環として、

解剖実習棟北側通路の夜間照明不足および第５駐車場入口ゲートの未設置を指摘、改善策を提言

【2013年度】

　2013年７月19日　企業における耐震対策についての視察

　　企業：住友化学大分工場

　　（大分県大分市大字鶴崎2200）
　20 13年６月～７月　臨床棟改修工事（３期）にともなう実験台の解体・運搬作業時におけるアスベスト

飛散状況の調査

　2013年11月15,６日　能登半島における環境保全関連施設の視察

　　企業：株式会社スギヨの環境保全取り組み視察

　　（石川県七尾市西三階町10－４－１；スギヨ　北陸工場）

　　（石川県七尾市能登島無関町47－１；スギヨファーム能登島）

　　金沢大学：金沢大学能登学舎（「能登里山里海マイスター」育成プログラム）

　　（石川県珠洲市三崎町小泊33－７）

　20 13年12月中旬　臨床棟改修工事（４期）にともなう実験台の解体・運搬作業時におけるアスベスト飛

散状況の調査
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　20 14年２月18日　２月10日に理学部で起きた火災事故に係り、医学部各講座に「地震および火災発生に

対する電気器具の適正管理と電気配線の安全点検について」を発出するとともに、消火器まわりの状

況を中心に点検・確認

【2014年度】

　2014年４月18日　臨床棟における有機溶媒臭発生事案への対応

　2014年５月21日　遺伝子実験施設における有機溶媒臭発生事案への対応

　20 14年６月上旬　臨床棟改修工事（４期）の完了にともなう小児科移転時に行われたアスベスト含有実

験台の解体作業に係るアスベスト飛散状況の調査

　2014年６月10日　医学部各講座に、遺伝子実験施設での有機溶媒臭事案に係る「注意喚起」を発出

　2014年６月10日　医学部各講座に、「発癌性物質を含む実験廃液の廃棄について」を発出

　2014年６月25日　電子顕微鏡室内の暗室における有機溶媒臭発生事案への対応

　20 14年７月　日　医学部各講座に、電子顕微鏡室内の暗室での有機溶媒臭事案に対し「厳重注意」を発出

　2014年９月11日　医学部各講座に、「鳴沢川における魚大量死事案について」を発出

　2014年９月12日　医学部各講座に、「鳴沢川における魚大量死事案について（第２報）」を発出

　2014年９月12日　医学部各講座に、「鳴沢川における魚大量死事案について（第２報　終報）」を発出

　20 14年９月16,７日　鳴沢川における魚大量死事案にに係り、医学科全講座、付属施設を対象に毒劇物

管理状況の確認のため職場巡視

　2014年９月25日　医学部、医学部附属病院各部署に、「毒劇物保管庫用シールの配布について」を発出

　2014年10月６日　分子病態学第3実験室における有機溶媒臭発生事案への対応

　20 14年10月６日　医学部各講座に、分子病態学第３実験室における有機溶媒臭発生事案に対し「有機溶

媒等の処理について（警告）」を発出

　20 14年12月12日　基礎棟３，４階廊下における有機溶媒臭発生事案への対応（塗装直後の壁から発生す

るアルコール系溶媒の臭いであることが判明）

　2015年２月18日　医学部附属病院７階西病棟で発生した水銀漏出事故への対応

　2015年３月６日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：神戸環境クリエート株式会社

　　（神戸市長田区苅藻島町１－１－28）

【2015年度】

　20 15年５月28日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（雨水ますの

蓋破損、グレーチングの隙間）

　20 15年６月25日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（学生実習棟

北側通路の陥没、南門北側構内道路のポットホール）

　2015年７月24日　名古屋大学減災館の視察

（愛知県名古屋市千種区不老町）

　20 15年９月29日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（北西門南側

構内道路のポットホール）

　20 15年10月29日　医学部安全衛生委員会において、階段からの転落による骨折事故現場の確認報告（大

学病院１階ファミリーマート向かいの階段）

　2015年11月15，６日　山口大学排水処理施設の視察
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　　（山口県山口市大字吉田1677－１）

　20 15年11月24日　医学部安全衛生委員会において、医学部キャンパスにおける防犯対策の一環としての

解剖実習棟北側通路の夜間照明不足、および、第３駐車場東側構内道路における高速危険走行の指

摘、改善策の提言

　20 16年１月25日　山形国際交流プラザ・ビックウィングで開催された山形労働基準監督署主催になる「化

学物質に係るリスクアセスメント研修会」に出席

　20 16年１月28日　医学部安全衛生委員会において、上記研修会要旨を報告

　20 16年２月17日　昨年12月の作業環境測定でホルムアルデヒド濃度が第３管理区分であった附属病院３

階病理標本製作室切り出しスペース改修の適否を判断するため作業環境測定。第１管理区分相当であ

ることが判明。改修は適切であった

　2016年２月29日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：アサヒプリテック株式会社　沖縄営業所

　　（沖縄県糸満市西崎町5-15-2）
　2016年３月１日　沖縄科学技術大学院大学（OIST）の建物内配管設備等の視察

　　（沖縄県国頭郡恩納村字谷茶1919－１）

【2016年度】

　2016年４月18日　HCUにおけるホルマリン撒布事案対応

　20 16年５月25日　医学部安全衛生委員会において、「熟練者取扱者の停年退職に伴う飯田地区事業場に

おける化学物質取扱いに係る安全衛生体制の再構築について」を提言

　20 16年６月29日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（南門入口付

近構内道路のポットホール）

　2016年10月18日　産科婦人科学講座低温室における酸素濃度低下事案の現場検証

　20 16年11月２日　医学部および附属病院の各講座・各部署に対し、上記産科婦人科学講座低温室におけ

る酸素濃度低下事案に係る「低酸素状態に注意」を発出

　20 16年12月13日　医学部および附属病院の各講座・各部署における液体窒素使用場所および低温室使用

状況の視察・点検

　20 16年12月27日　上記視察・点検を受け、医学部安全衛生委員会において、「飯田地区事業場における

酸素欠乏症防止対策」を提言

【2017年度】

　20 17年５月31日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内外危険箇所調査の結果報告（キャンパ

ス南側道路を走行中、看護師寮南側出入口内の見通しがきかず危険）

　2017年７月21日　排水処理施設の視察

　　排水処理施設：神戸市 東水環境センター

　　（神戸市東灘区魚崎南町２－１－23）
　20 17年７月25日　医学部安全衛生委員会において、「水銀による環境の汚染の防止に関する法律への対

応について」を報告

　2017年11月17日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：旭興産業(株)
　　（京都府京都市伏見区横大路千両松町60－４）
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　　産業廃棄物処理施設：京都環境保全公社 伏見環境保全センター

　　（京都府京都市伏見区横大路千両松町126）
　20 17年11月28日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（臨床棟南の

第６駐車場から出るとき、右側の見通しがきかず危険）

　20 17年12月22日　医学部安全衛生委員会に対し、「紫外線消毒ロボット運転による不快感の原因探索お

よび対策報告書」を提出

　20 18年１月24日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（臨床棟から

病院への渡り廊下床の凍結、動物実験センター西側階段の除雪が不十分なため凍結して危険）

【2018年度】

　20 18年４月11日　附属病院産婦人科外来、泌尿器科外来および耳鼻科外来において内視鏡洗浄に使用さ

れる薬品の種類および毒性、作業者への暴露の危険性、作業のあり方、および、作業者の労働衛生教

育についての点検・評価

　20 18年４月12日　医学部および附属病院の各講座・各部署に対し、「揮発性化学物質の取扱いに注意」

を発出

　2018年５月29日　医学部安全衛生委員会において、ホルマリン漏出対策について提言

　20 18年６月13日　医学部および附属病院の各講座・各部署に対し、「危険物の取扱い・廃棄に注意」を

発出

　2018年６月27日　附属病院6階東病棟（産婦人科）廊下におけるホルマリン飛散事故対応

　2018年６月28日　医学部安全衛生委員会において、上記飛散事故の原因分析報告と対策の提言

　20 18年７月13日　医学部および附属病院の各講座・各部署に対し、「ホルマリン飛散・漏出対処法」を

発出

　2018年 7月18日　廃棄物処理業者の視察

　　廃棄物処理業者：株式会社イージーエス

　　（愛媛県新居浜市惣開町５－１）

　2018年８月31日　産業廃棄物処理施設の視察

　　産業廃棄物処理施設：野村興産（株）イトムカ鉱業所

　　（北海道北見市留辺蘂町富士見217－１）

　20 18年10月30日　医学部および附属病院の各講座・各部署に対し、「ホルマリン　作業マニュアル」、お

よび「ディスオーパ、ステリハイド、アセサイド　作業マニュアル」を発出

　2018年11月13日　生化学解析センター有機溶媒臭事案対応

　20 18年11月13日　医学部安全衛生委員会に対し、「附属病院５階西病棟処置室（内視鏡洗浄機設置場所）

の改善措置案」を提出

　20 18年11月20日　沖縄科学技術大学院大学（OIST）施設（蓄熱空調システム、実験棟（耐震ブリッジ）、

ユーティリティエリア（スクラバー設備等）等）の視察

　　（沖縄県国頭郡恩納村字谷茶1919－１）

　20 18年12月13日　医学部安全衛生委員会に対し、「耳鼻科、泌尿器科、および産婦人科外来処置室の改

善措置案」を提出

　2018年12月26日　生化学解析センター有機溶媒臭事案対応

　20 19年３月29日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（遺伝子実験

施設西側道路横断歩道において、遺伝子実験施設側からの歩行者が運転手から全く見えないので危険）
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【2019年度】

　2019年５月24日　メディカルサイエンス推進研究所・データ管理部有機溶媒臭事案対応

　2019年６月６日　「有害化学物質保管状況等確認のための予備調査」施行

　2019年７月17日　ガスセンサ製造企業の視察

　　ガスセンサ製造企業：新コスモス電機株式会社

　　（兵庫県三木市吉川町上荒川748－１）

　2019年11月20日　研究教育施設向け総合什器メーカーの視察

　　総合什器メーカー：ダルトン株式会社 静岡テクノパークショールーム

　　（静岡県藤枝市八幡407－３）

　20 20年１月29日　手術部標本作製室におけるホルムアルデヒド濃度超過の原因調査（プッシュプル型排

気装置の排気側フィルターの目詰まりが原因と判明）

【2020年度】

　20 20年５月12日　医学部安全衛生委員会に対し、「新型コロナウィルス感染防止および防犯対策に関す

る報告」を提出

　20 20年６月19日　医学部安全衛生委員会に対し、「職場巡視結果に基づく作業環境改善に関する意見」

を提出

　20 20年７月22日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所等調査の結果報告（構内道路

の高速危険走行、体育館東側道路縁石の不備）

　20 20年８月25日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（松の木ロー

タリー北側出入口からキャンパス外へ出るとき、左右から来ている車が見えず危険）

　2020年７月30日　全学の講座・部署に対し、「環境測定機器の貸し出しについて」を発出

　20 20年12月23日　医学部安全衛生委員会において、図書館南側に設置されている喫煙所の煙害について

報告。対策について提言

【2021年度】

　20 21年５月28日　医学部安全衛生委員会において、キャンパス内危険箇所調査の結果報告（看護学科北

側の道路を西進時、臨床棟東側ピロティ方面からの自動車、自転車、歩行者が見えず危険）、対策（カー

ブミラーの設置）を提言

　20 21年11月30日　医学部安全衛生委員会に対し、「トリアージスペース工事にともなう産廃出土の件」

に係る意見書を提出

　20 21年12月 9日　医学部および附属病院の各講座・各部署に対し、「化学薬品類受払簿」および「毒劇

物受払簿」を配布

　2022年１月27日　医学部安全衛生委員会において、「グループ学習室等の防火点検結果」を報告
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編　集　後　記

　昨年度に続き、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）のまん延により環境保全センター業務が少な

からぬ影響を受けました。大学等環境安全協議会の総会・研修会、技術分科会などの会合は全てオンライ

ン参加になり、廃棄物処理施設の視察などは不可能な状況でした。山形では、この原稿を書いている2022
年１月下旬の時点で、感染者数が過去最多を更新する日が続いています。この事態を受け、１月27日から

山形でも「まん延防止等重点措置」の適用が始まっています。

　さて、今年度の広報誌は、昨年度に引き続き地域教育文化学部の八木浩司先生と山形大学蔵王樹氷火山

総合研究所の柳澤文孝先生からご寄稿いただきました。両先生とも、写真をふんだんに用い、歴史的経緯

の解説を始めとする、網羅的、包括的な知識を提供してくださいました。お忙しい中、興味深い原稿をお

寄せ下さったお二人に、心より感謝申し上げます。

　当センターは、山形大学全学を対象とし環境および職場安全衛生管理に係る数多くの業務を行ってきま

したが、今年度をもって組織が消滅する予定です＊）。経歴書にまとめましたが、2007年６月に始まる生体

分子機能学からの出向期間を含めほぼ15年間にわたり職務を遂行してまいりました。在職中は、大学等環

境安全協議会の皆様、やまがた酸性雨ネットワークの皆様、山形県環境保全協議会の皆様を始め多くのか

たがたにお世話になりました。この場を借りてお礼申しあげます。

　2009年５月に就任された藤井聡センター長のご指導の下、飯田キャンパスを中心に、職員の労働衛生管

理に尽力してまいりました。なかでも、東日本大震災前年の2010年３月から11月にかけておこなった医学

部各講座内における危険箇所（未固定ボンベ、未固定棚、廊下の放置器材、薬品の大量保管など）に関す

る集中点検・改善要請が強く記憶に残っています。この活動が功を奏し、東日本大震災に際しガスボンベ

の転倒や重量物の落下による怪我人が全く出なかったことはなによりも嬉しいことでした。その他にも、

「酸素欠乏症防止対策」、「内視鏡洗浄剤による健康被害防止措置」、「キャンパス内外危険箇所調査および

改修」など、飯田キャンパス職員の命と健康を守ることを念頭におこなった様々な活動が頭をよぎります。

「大津講師の後任については、定年退職後すぐに採用するつもりはない。」＊）とのことで、山形大学にお

ける労働安全衛生を担保する専任職員が１名減員となることはまことに残念ですが、少しは皆様のお役に

たつことが出来たのではないかとの自負を胸に「老兵は死なず、ただ消えゆくのみ」。

　＊）２月９日の副学長との面談で後任教員を採用する可能性が示唆されました。

（大津　芳）
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